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北
見
神
威
岬
公
園
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
吹
き
付
け

る
風
は
強
い
が
、
打
ち
寄
せ
る
波
は
意
外
な
ほ
ど
静
か
だ
っ

た
。
遠
望
す
る
神
威
岬
は
、
ま
る
で
天
に
向
か
っ
て
槍
先

を
突
き
立
て
た
よ
う
な
岩
山
だ
。
近
づ
く
と
見
る
者
を
圧

す
る
よ
う
な
迫
力
が
あ
る
。
新
緑
の
春
、
花
の
咲
き
誇
る

夏
、
紅
葉
の
秋
、
流
氷
が
海
原
を
埋
め
尽
く
す
冬
、
岬
は

四
季
折
々
、
美
し
い
姿
に
彩
ら
れ
る
。

　

幕
末
、
こ
の
地
を
旅
し
た
探
検
家
の
松
浦
武
四
郎
は
、

ア
イ
ヌ
民
族
が「
神
霊
の
宿
る
地
」と
し
て
岬
を
厚
く
敬
っ

て
い
た
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
岬
が
古
く
か
ら
神
聖
な

場
所
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ

は
江
戸
時
代
か
ら
難
所
と
さ
れ
、
岬
の
神
で
あ
る
大
亀
が

棲
ん
で
い
る
と
い
う
「
カ
ム
イ
岬
の
大
亀
伝
説
」
が
残
っ

て
い
る
。土
地
の
者
は
海
路
で
岬
の
沖
を
通
行
す
る
と
き
、

必
ず
海
に
酒
を
注
い
で
感
謝
の
意
を
表
し
た
と
い
う
。
確

か
に
こ
の
海
域
に
大
亀
は
い
た
よ
う
で
、
１
９
７
５
年
10

月
、
漁
網
に
掛
か
っ
て
死
ん
だ
大
亀
は
甲
羅
の
長
さ
が

１
３
５
セ
ン
チ
も
あ
っ
た
。

　

地
質
学
的
に
い
う
と
神
威
岬
は
、
日
高
山
脈
を
つ
く
っ

た
造
山
運
動
の
北
端
な
の
だ
と
い
う
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
プ
レ
ー

ト
上
の
千
島
列
島
の
大
き
な
島
が
、
西
側
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
上
の
東
北
日
本
と
衝
突
し
て
地
層
が
せ
り
上
が
っ

て
日
高
山
脈
が
で
き
、
北
海
道
が
形
づ
く
ら
れ
た
。
そ
の

衝
突
の
北
の
端
が
神
威
岬
に
あ
た
る
の
だ
と
い
う
。
北
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
地
層
は
強
い
圧
力
を
う
け
て
変
成
し
、
隆
起
し

た
金
鉱
脈
が
浸
食
さ
れ
、
砂
金
と
な
っ
て
川
に
流
れ
出
た
。

　

１
８
９
８
年
（
明
治
31
年
）
に
枝
幸
町
の
ウ
ソ
タ
ン
ナ

イ
川
で
砂
金
が
発
見
さ
れ
る
と
、
周
辺
の
川
か
ら
も
次
々

と
見
つ
か
り
、
砂
金
堀
た
ち
が
殺
到
し
て
「
枝
幸
の
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
な
っ
た
。

　

砂
金
の
実
際
の
採
取
高
を
他
人
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
い

の
で
実
数
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
が
、
道
庁
殖
民
部
拓

殖
課
が
編
集
発
行
し
た
『
殖
民
広
報
』
に
よ
る
と
、
枝
幸

の
砂
金
採
取
量
は
１
８
９
９
年
が
ピ
ー
ク
で
１
７
６
貫

（
６
６
０
㎏
）、
１
９
０
０
年
が
１
２
０
貫
（
４
５
０
㎏
）

な
ど
と
あ
り
、『
浜
頓
別
町
史
』
に
よ
れ
ば
１
９
１
８
年

ま
で
の
産
出
高
累
計
は
５
５
０
貫
（
２
６
５
０
㎏
）
だ
っ

た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
本
年
５
月
19
日
現
在
の
金
の
税

込
み
買
い
取
り
価
格
１
ｇ
４
７
８
８
円
で
、
産
出
高
累
計
を

金
額
に
換
算
す
る
と
、
１
２
６
億
８
８
２
０
万
円
と
な
る
。

　

32
年
前
の
こ
と
だ
が
、
１
９
８
５
年
夏
、
国
鉄
興
浜
北

線
（
浜
頓
別
・
北
見
枝
幸
間
、
30
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

が
廃
線
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
神
威
岬
に
設
置
さ
れ
た

灯
台
の
下
を
朱
色
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
が
走
っ
て
い
た
。

私
は
、
こ
の
鉄
道
の
写
真
を
撮
り
に
札
幌
か
ら
何
度
も
訪

れ
た
思
い
出
が
あ
る
。
国
道
２
３
８
号
も
、
北
オ
ホ
ー
ツ

ク
ト
ン
ネ
ル
が
岬
の
横
っ
腹
を
貫
通
し
て
完
成
す
る
99
年

ま
で
、
鉄
路
と
同
様
、
岬
の
先
端
を
巡
っ
て
い
た
。
現
在
、

旧
道
は
展
望
周
遊
路
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
冬
季
の
閉
鎖

期
間
以
外
は
岬
の
突
端
ま
で
車
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

枝
幸
町
は
２
０
０
６
年
、
隣
の
歌
登
町
と
合
併
し
た
。

合
併
前
の
人
口
（
05
年
国
勢
調
査
）
は
、
枝
幸
町
が
７
５

１９８５年７月に興浜北線は廃線になり、神威岬を巡る赤
いディーゼル車の姿も見ることがなくなった。起点の
浜頓別駅も、ＪＲ北海道誕生の２年後の８９年５月、天
北線の廃止で使命を終えた。灯台だけは変わることな
くオホーツクの海を見据えている

宗谷管内枝幸町

北見神威岬
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３
４
人
、
歌
登
町
が
２
２
８
１
人
で
合
計
９
８
１
５
人
。

本
年
３
月
末
の
両
地
区
合
計
が
８
３
８
６
人
（
住
民
基
本

台
帳
）
だ
か
ら
、
こ
の
間
に
１
４
２
９
人
（
▲
14
・
６
％
）

も
減
少
し
て
い
る
。

　

国
鉄
興
浜
北
線
に
続
い
て
天
北
線
（
音
威
子
府
・
南
稚

内
間
）が
廃
止
さ
れ
、枝
幸
町
か
ら
国
の
出
先
機
関
が
次
々

撤
退
・
縮
小
し
た
。
公
共
職
業
安
定
所
枝
幸
分
室
や
、
開
発

建
設
部
道
路
維
持
事
業
所
、
同
農
業
開
発
事
務
所
、
同
港
湾

開
発
事
務
所
、
気
象
台
北
見
枝
幸
測
候
所
、
枝
幸
営
林
署
、

法
務
局
枝
幸
出
張
所
な
ど
だ
。
こ
う
し
た
影
響
が
、
後
の
地

域
の
人
口
減
少
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

枝
幸
は
毛
ガ
ニ
漁
獲
量
日
本
一
で
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
宗
谷
エ
リ
ア
の
漁
期
は
１
月
～
７
月
だ
が
、
一
番
お
い

し
い
の
は
、
流
氷
が
去
っ
た
３
月
～
４
月
だ
と
い
う
。

枝
幸
町
内
の
ス
ー

パ
ー
で
、
朝
ゆ
で

の
毛
ガ
ニ
を
割
安

な
地
元
価
格
で
販

売
し
て
い
る
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
ほ
し

い
。絶
品
で
あ
る
。

今
年
の
「
枝
幸
か

に
ま
つ
り
」
は
、

７
月
１
日
（
前
夜

祭
）、２
日（
本
祭
）、

ウ
ス
タ
イ
ベ
千
畳

岩
を
会
場
に
開
か

れ
る
。

斜内山（438.8m）が、単調な海岸線を突き破るように海に落ち込む所が神威岬である＝北見神威岬公園より遠望

朝
ゆ
で
の
毛
ガ
ニ
の
味
は
絶
品
だ
っ
た


